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                                      あんり小規模保育園 
 

令和６年度  あんり小規模保育園 保護者アンケート集計結果 
 

園児世帯 ２１  提出数 ２１  回収率１００％ 
 

※項目について  Ａそう思う Ｂやや思う Ｃあまり思わない Ｄまったく思わない    
欄内は回答率（％） 

 

  内          容 Ａ Ｂ Ｃ  Ｄ 
Ｑ、お子さんは園に行くのを楽しみにしていますか？ 67 33   
Ｑ、あんり小規模保育園では「丈夫なからだ・おもいやりの心・やる気の

ある子 」を園目標、「一人ひとりを大切にする保育」を重点目標とし

て保育を行っていますが、園目標が生かされていると思われますか？ 

76 24   

Ｑ、集団の中で一人ひとりを把握し、家庭と連絡を密に取り合いながら、 
保育活動が進められていると思われますか。  

81 14 
５  

Ｑ、基本的な生活習慣の自立への関わりを含め、お子さんの発達に合わせ

た活動や遊びが行われていますか。 
76 24   

Ｑ、園で実施している保育参加（保育士体験）や懇談会、職員との対話な

どは子育て支援につながっていると感じますか。 
81 19   

Ｑ、お子さんは保育者（先生）を信頼していると感じられますか。  90 10   
Ｑ、園の職員は、お子さんについての悩みや心配事を安心して話せる存在

ですか？ 
76 24   

Ｑ、栄養バランスや食事の量など、給食メニューには満足していますか。 81 14 5  
Ｑ、園の食育への取り組み（少ない機会ですが栽培やクッキング、行事食、

食事時のマナーを身に着ける等）に満足していますか？ 
90 
 

10   

Ｑ、来年への参考とさせていただきますのでご意見や質問などありましたらお願い致します。 
・夏祭りの時に参加しましたが、1 枚も写っているものがありませんでした。とても残念でした。対策をか

んがえてほしいです。 
 答：大変申し訳ありませんでした。必ず来た人の写真が撮れるようにカメラマンに固定でいてもらうよう 

   にするなど対策をしていき、このようにならないようにしていきます。 
・給食は、離乳食からいきなり幼児食のため、乳児食があってほしい。 
 答：離乳食から幼児食の移行期には、幼児食とは違う食材に変更するなど、できる限りの配慮を行ってい

ます。給食では、アレルギー食や成長に合わせた離乳食等にも対応しています。ご理解いただきたい 
   と思います。 

 

今年度の保護者アンケートは全家庭において回答をいただき、ありがとうございました。 

回答にはうれしい評価や、温かい言葉をいただき、職員たちも励みになりました。皆さまの 

ご意見を真摯に受け止めて、改善できるようにしていきます。 

今後も職員の資質向上を目指し、よりよい園運営に努めてまいりたいと思います。 
 
 



 
                                  氏名 

 
 

令和６年度  自己点検・自己目標表   ＊５月３１日までに提出してください。 

                                                      

自己目標                  目標設定の理由 
    保育に関する  〇 
 
      目 標   〇 
   
    職場の一員   〇 
             
    としての目標  〇 
 
              ※目標は、人や仕事を管理するものではありません。モチベーションを高く仕事に取り組むためのものです。 
 
   ＊目標についての自己評価    ※今年度の自己目標の達成度は … A ・ B 86％・ C 14％・ D （○を付ける）    

   
 
 
 
 
 
 
 



A B C D

散歩中や畑、学習センターで地域の方と交流すること
ができた。挨拶なども子どもたちと共に積極的にした。

結果の表示方法　　A…十分達成されている　B…達成されている　C…取り組まれているが、成果は十分でない　D…取り組みが不十分であ

あんり職員としての意識
を持つ

子どもたちに良い保育環境を与えるためには、保
育者間の関係性が重要である。社会人として同じ
職場で働く者として、自分の役割や心掛けたいこと
を考える。

ワンフロアで生活していく中で主任等が積極的に声を
かけていくことで職員間のコミュニケーションが深まり、
若い職員も自分の意見が言えるようなり、良い関係性
を築くことができた。自分の役割りについては反省する
こともあった。

40.0%

4

5

保護者のニーズの把握に
努め要望や苦情に適切
に対応できる体制をつくる

乳幼児の育ちの背景にある家庭の姿に迫るため
には、さらに保護者との緊密な連携が必要となる。
保護者の思いを受け止める体制をつくると共に、乳
幼児のより良い育ちに向けて、共に学ぶ姿勢づくり
を考える。

保護者と家庭の様子や、園での様子など伝えあうよう
にすることで連携がとれるようにしてきた。保護者の思
いに寄り添い積極的にコミュニケーションをとり信頼関
係が築けるようにしてきた。保護者支援等もあり関係
性の難しさを感じることもある。

6

各自が保育教諭としての
良識を大切にして、能力
を高めるよう努める

保育教諭（士）としてふさわしい態度を身に付ける
と共に、専門的知識を得る機会に積極的に参加す
ることにより、社会人としてレベルアップを図りた
い。

地域や社会とのかかわり
園に求められる社会的ニーズの変化に対応し、地
域に根ざす園づくりについて考えていきたい。

キャリアアップ研修、各種研修会に参加する機会が多
くあったので新しい知識や今まで学んだことのないこと
に触れることができ勉強になった。またそれらのことを
保育に活かすことができた。

29.0%

子どもたちの姿を、部会などの時に困り感や、子ども
の変化など職員間で共有することでき、ワンフロアの
中で、みんなで子どもたちを一緒に見ていくことがで
き、一人ひとりを大切に保育をおこなうことができた。

1

子どもたちの様子や成長に合わせて定期的に保育室
の環境を見直し整えることができた。みんなで環境を
構成することで課題を共有したり、多数の目で客観的
に見たりして、その都度話し合いをして見直し、充実さ
せることができた。

指導計画は、マンネリ化し
ないように見直しを行い、
幼児の状況の変化に対応
する

個別計画が適切に立てら
れているか

遊びを通しての総合的な計画を立てる。
長いスパンで繰り広げられる保育を展開する中で、
乳幼児の実態を見て、状況にあった充実した保育
の展開をしていきたい。

乳幼児の活動がより豊か
になるように、活動の展
開に応じて環境の構成を
する

乳幼児の成長にとり、実体験が大切である。その
体験が豊かになるためには、乳幼児が見たい・知
りたい・やりたいと思える環境構成が必要である。
自発的な活動としての遊びを生み出すために必要
な環境を整える。

保育の流れや乳幼児のこ
となど、常に保育者同士
話し合い、情報の共有を
する。

乳幼児の姿は一人ひとり異なる。また、乳幼児の
見せる姿やそのとらえ方は、保育教諭により異な
る。保育教諭間意見を交換し、多面的に幼児を捉
えることが必要である。

25.0%

57.0%

20.0%

3

評価項目 目標設定の理由

2

３歳
以
上
児

令和6年度　　自己評価 あんり小規模保育園

３歳
未満
児

取り組み状況

14.0%

担当制を行うことで子どもの理解が深まり、ひとりひと
りの子どもの姿から個別計画を立てることができた。ね
らいの達成のため保育を試行錯誤したが達成できない
こともあった。より子どもに合った計画をたてていきた
い。

結果　　

29.0%

75.0%

57.0%

40.0% 20.0%

42.0% 29.0%

29.0% 14.0%

60.0% 20.0%

83.0% 17.0%
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